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p.11 図1・7 

 説明↓2 

 説明↓3 

 

三つのp軌道（青） 

異なる場合に 

 

三つのp軌道（赤／青） 

重なる場合に 

p.22  

酢酸イオンの静電ポテンシャ

ルマップ 

 
 

p.172 最下部の反応式 p‐ブロモベンゼン p‐ブロモトルエン 

p.252タイトル写真説明↓2 レスベラトール レスベラトロール 

p.274  1段落目  第三級アルキル基をもったエーテルは安定なカルボ

カチオン中間体を生成できるので，SN1 機構で開裂す

る．この反応では，エーテル酸素は置換基が少ないアル

キル基側に残り，ハロゲン化物イオンは第三級アルキル

基に結合する．ほとんどのSN1 反応と同様に，これらの

開裂は速いことが多く，しばしば室温またはそれ以下で

起こる． 

 第三級アルキル基，ベンジル基，アリル基をもつエー

テルは安定化されたカルボカチオン中間体を生成する

ことができるため，SN1 またはE1 機構で開裂する．こ

れらの反応は速いことが多く，温度を高くしなくても進

行する．たとえば tert‐ブチルエーテルは，0 °C でトリ

フルオロ酢酸で処理すると，E1 機構で反応する． 

p.274 問題8・17（a），（b） 

 
 

p.401 問題11・58 反応式 補足されたβ‐ラクタマーゼ 捕捉されたβ‐ラクタマーゼ 

p.421 イソキノリンの構造式 

  

p.486 例題14・8 解答 

  

p.549 ↓6 それらの構造については それら補酵素の構造については 

p.637  9・9 (CH3)2 C(OH)OCH3 C6H5CH(OH)OCH3 

p.641  11・14（c） 

  

 


